
4
平成23年4月

No.74

歴史ある小学校閉校　 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2～3
新地方公会計制度に基づく市の財務書類4表を公表します 4～5
狂犬病の予防注射 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6～7
市選挙管理委員会からお知らせ・ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
福祉のひろば ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10
保健だより ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 11
くらしのガイド ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 12～16
東北地方太平洋沖地震にともなう義援金募集 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 16
市役所内に子供用の遊び場とおむつ交換台を設置しました ･ 17

最後の卒業証書授与式 最後の卒業証書授与式 

 

 

 
主 な 内 容

   



広報うえのはら　No.74  2

四
方
津
小
学
校
の
沿
革

明
治
6
年
12
月

旧
巌
福
昌
寺
を
仮
校
舎
と

し
て
開
校
す
る
。

大
正
9
年
10
月

旧
四
方
津
小
木
造
校
舎
を

竣
工
す
る
。

昭
和
30
年
4
月

町
村
合
併
に
よ
り
上
野
原

町
立
四
方
津
小
学
校
と
な
る
。

平
成
3
年
10
月

新
校
舎
起
工
式
を
挙
行
す

る
。

平
成
5
年
4
月

新
校
舎
を
開
校
す
る
。

平
成
9
年
3
月

増
築
校
舎
が
完
成
す
る
。

平
成
12
年
5
月

学
校
給
食
を
開
始
す
る
。

平
成
23
年
3
月

上
野
原
市
立
四
方
津
小
学

校
閉
校
式
を
挙
行
し
、
閉
校
と

な
る
。

大
目
小
学
校
の
沿
革

明
治
6
年
11
月

犬
目
村
宝
勝
寺
を
借
用
し

都
留
郡
11
区
犬
目
学
校
を
開
校

す
る
。
大
野
村
能
満
寺
を
借
用

し
、
都
留
郡
10
区
大
野
学
校
を

開
校
す
る
。

昭
和
3
年
3
月

犬
目
村
と
大
野
村
の
両
学

校
が
統
合
し
、
大
目
尋
常
高
等

小
学
校
と
な
る
。

昭
和
16
年
4
月

国
民
学
校
令
施
行
に
よ

り
、
校
名
を
大
目
国
民
学
校
と

改
称
す
る
。

昭
和
22
年
4
月

大
目
村
立
大
目
小
学
校
と

改
称
す
る
。
大
目
中
学
校
を
併

置
す
る
。

昭
和
30
年
4
月

町
村
合
併
に
よ
り
、
上
野

原
町
立
大
目
小
学
校
と
な
る
。

昭
和
36
年
3
月

校
歌
を
制
定
す
る
。

昭
和
48
年
3
月

校
旗
を
樹
立
す
る
。

平
成
11
年
3
月

屋
内
運
動
場
を
竣
工
す

る
。

平
成
12
年
5
月

学
校
給
食
を
開
始
す
る
。

平
成
17
年
2
月

上
野
原
町
と
秋
山
村
合
併

に
よ
り
、
上
野
原
市
立
大
目
小

学
校
と
な
る
。

平
成
23
年
3
月

上
野
原
市
立
大
目
小
学
校

閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
閉

校
と
な
る
。

上野原市立四方津小学校

上野原市立大目小学校
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甲
東
小
学
校
の
沿
革

明
治
6
年
11
月

野
田
尻
の
西
光
寺
を
仮
校

舎
と
し
、
野
田
学
校
が
開
校
す

る
。

明
治
6
年
12
月

桑
久
保
の
東
光
寺
を
仮
校

舎
と
し
、
桑
久
保
学
校
が
開
校

す
る
。
ま
た
、
芦
垣
の
光
禅
寺
、

和
見
の
江
月
寺
を
仮
用
し
て
2

つ
の
分
教
場
を
創
設
し
、
桑
久

保
学
校
の
所
属
と
す
る
。

大
正
2
年
4
月

甲
東
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
し
和
見
は
分
教
場
と
な

沢
松
小
学
校
の
沿
革

明
治
7
年
　
　

八
ツ
沢
　
山
王
社
境
内
に

沢
松
学
校
を
開
校
す
る
。

明
治
15
年
11
月

火
災
の
た
め
全
焼
す
る
。

松
留
正
法
寺
本
堂
を
仮
教
場
と

す
る
。

明
治
20
年
4
月

四
方
津
小
学
校
と
合
併
し

て
、
巌
尋
常
小
学
校
と
な
る
。

明
治
25
年
8
月

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
分

離
独
立
。
沢
松
尋
常
小
学
校
と

な
る
。

昭
和
16
年
4
月

国
民
学
校
令
に
よ
り
沢
松

国
民
学
校
と
改
称
す
る
。

平
成
23
年
3
月
、
歴
史
を
刻
ん
だ
4
校
が
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。

大
目
小
学
校
、
甲
東
小
学
校
、
沢
松
小
学
校
、
四

方
津
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
、
開
校
か
ら
永
い
歴
史
と
思
い
出
の
つ
ま
っ

た
学
舎
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

在
校
生
・
卒
業
生
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
み
な
さ

ん
が
親
し
ん
で
き
た
、「
地
域
の
象
徴
」
が
な
く
な

る
こ
と
は
辛
い
で
す
が
、
新
し
い
時
代
へ
歩
を
進
め

る
子
ど
も
た
ち
は
郷
土
の
誇
り
、
希
望
、
夢
を
胸
に
、

新
た
な
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

る
。

昭
和
16
年
4
月

国
民
学
校
令
施
行
に
よ

り
、
校
名
を
甲
東
国
民
学
校
と

改
称
す
る
。

昭
和
22
年
4
月

甲
東
村
立
甲
東
小
学
校
と

改
称
す
る
。

昭
和
30
年
4
月

町
村
合
併
に
よ
り
、
上
野

原
町
立
甲
東
小
学
校
と
な
る
。

昭
和
35
年
3
月

創
立
45
年
周
年
記
念
式
が

行
わ
れ
、
校
歌
、
校
章
旗
を
制

定
す
る
。

平
成
12
年
5
月

四
方
津
学
校
給
食
共
同
調

理
場
か
ら
の
配
送
に
よ
る
給
食

を
完
全
実
施
す
る
。

平
成
22
年
1
月

旧
平
和
中
学
校
に
移
転
す

る
。

平
成
23
年
3
月

上
野
原
市
立
甲
東
小
学
校

閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
閉

校
と
な
る
。

昭
和
22
年
4
月

学
制
改
革
に
よ
り
沢
松
小

学
校
と
改
称
す
る
。

昭
和
30
年
4
月

町
村
合
併
に
よ
り
上
野
原

町
立
沢
松
小
学
校
と
な
る
。

昭
和
39
年
3
月

校
旗
お
よ
び
校
歌
を
制
定

す
る
。

平
成
17
年
2
月

上
野
原
町
と
秋
山
村
の
合

併
に
よ
り
、
上
野
原
市
立
沢
松

小
学
校
と
な
る
。

平
成
23
年
3
月

上
野
原
市
立
沢
松
小
学
校

閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
閉

校
と
な
る
。

上野原市立甲東小学校

上野原市立沢松小学校



1. 公共資産等整備国県補助金等
2. 公共資産等整備一般財源等
3. その他一般財源等
4. 資産評価差額
純資産合計
負債・純資産合計

〔資産〕（財産）

1. 公共資産
有形固定資産
無形固定資産
売却可能資産

2. 投資等
投資および出資金
貸付金
基金等
長期延滞債権等
回収不能見込額

3. 流動資産
資金
（うち歳計現金）
未収金
回収不能見込額
その他

4. 繰延勘定
資産合計

－
－
－
－

54,343,734
82,281,018

8,991,918
39,988,381
△4,399,123

71,036
44,652,212
62,860,302

〔純資産〕
（過去および現世代の負担額）
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
財
務
情
報
を
表
す

書
類
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照

表
）を
作
成
し
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
国

の
新
た
な
制
度
（
新
地
方
公
会
計
制
度
）が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
新
制
度
に
基
づ

く
財
務
書
類
4
表
（
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
・
純
資
産
変
動
計
算
書
・
資
金

収
支
計
算
書
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
新
地
方
公
会
計
制
度
と
は
》

民
間
的
手
法
（
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
）

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
に
く

か
っ
た
市
の
資
産
や
借
金
残
高
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
要
し
た
費
用
な
ど
を
表
し
ま
す
。

《
財
務
書
類
4
表
の
連
結
》

新
地
方
公
会
計
制
度
で
は
、地
方
公
共
団

体
と
そ
の
関
係
団
体
を
一
つ
の
行
政
活
動
実

施
主
体
と
し
て
捉
え
る
た
め
、合
計
17
会
計

の
財
務
書
類
4
表
を
連
結
し
た
連
結
財
務
書

類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
表
す
る
財
務
書
類
は
、

普
通
会
計
と
連
結
会
計
の
2
種
類
で
す
。

貸借対照表〔バランスシート〕（平成22年3月31日）

貸借対照表とは、年度末時点において市が所有する資産（財産）とその財源となった負債（地方債などの将来世
代が負担する額）や純資産（国県補助金や市税などの過去および現世代が負担した額）を表した財務書類です。

〔負債〕

（将来世代が負担する額）

1. 固定負債
地方債
退職手当引当金

2. 流動負債
翌年度償還予定地方債
未払金
賞与引当金
その他

負債合計

普通会計

16,377,226
13,634,692
2,742,534
1,830,864
1,702,383

0
128,481

0
18,208,090

連結会計

25,619,978
22,861,022
2,758,956
2,317,306
2,090,134
93,690
133,077
405

27,937,284

普通会計

52,026,924
51,955,760

0
71,164

8,952,286
6,040,575
7,745

2,745,234
281,940

△123,208
1,881,092
1,825,016
（309,108）

83,540
△27,464

0
0

62,860,302

連結会計

75,407,250
73,449,218
1,886,868
71,164

3,484,943
43,785
196,645
2,942,243
504,266

△201,996
3,218,558
2,971,449
－
294,821
△52,321
4,609

170,267
82,281,018

（単位：千円）

●【連結会計】（17）：【普通会計】（2）
【公営事業会計】（9）
【関係団体】：一部事務組合（4）・広域連合（2）

（ ）内は、会計または団体数

普通会計
●市が保有している資産は628億6,030万2千円で、その財源となった将来世代の負担となる負債合計は182億809万円
（資産に対し約29％）、過去および現世代がすでに負担した純資産合計は446億5,221万2千円（資産に対し約71％）
となっています。

●資産のうち、今後整理して売却等の活用ができる資産は、1.公共資産の売却可能資産として7,116万4千円となって
います。また、未収入となっている市税などは、2.投資等の長期延滞債権と3.流動資産の未収金を合わせて3億
6,548万円となっています。さらに、負債のうち、地方債残高（借金）は、1.固定負債の地方債と2.流動負債の翌
年度償還予定地方債を合わせて153億3,707万5千円となっています。

2211

【財務書類の対象会計等】

●【普通会計】（2）：一般会計、教育奨励金特別会計



性　質
1．人にかかるコスト
人件費、賞与引当金・
退職手当引当金繰入額

2．物にかかるコスト
物件費、維持補修費、
※減価償却費

3．移転的なコスト
社会保障給付、補助金等、
他会計への支出額等

4．その他コスト
支払利息、
回収不能見込計上額

経常行政コスト合計【a】
使用料、負担金等
保険料、事業収益等
経常収益合計【b】
純経常行政コスト【a - b】

項　　目
期首純資産残高
純経常行政コスト
一般財源
（地方税、地方交付税等）
補助金等受入
その他
経費負担割合変更に伴う差額
期末純資産残高

一年間の純資産の増額

普通会計
連結会計

資産

2,333
3,053

負債

676
1,037

純資産

1,657
2,017

地方債
残高
569
926

行政
コスト
350
443

（単位：千円）

※平成22年3月31日現在の住民基本台帳人口26,947人　
（外国人登録者を含む）で計算しています。

市民一人当たりの財務書類（主な項目）

5 広報うえのはら　平成23年4月号　　　　　

行政コスト計算書（平成21年4月1日～平成22年3月31日）純資産変動計算書（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

資金収支計算書（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

行政コスト計算書とは、1年間の行政活動にかかった
コストをその収益と対比し、どれだけのコストがかか
ったのかを表した財務書類です（工事費などの資産形
成にかかったコストを除きます）。

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が1年間
でどのように変動したかを表した財務書類です。

資金収支計算書は、1年間の歳入歳出をその性質に応
じて3つに区分して表した財務書類です。

普通会計
44,770,450
△9,424,730

7,640,695
1,617,188
48,609

0
44,652,212
△118,238

連結会計
54,932,844

△11,938,204

7,663,412
4,365,179
88,276

△767,773
54,343,734
△589,110

（単位：千円）

普通会計

2,070,625
（21.3％）

3,719,328
（38.3％）

3,556,467
（36.6％）

358,261
（3.7％）
9,704,681
279,951

0
279,951

9,424,730

連結会計

2,551,528
（15.2％）

4,803,460
（28.7％）

8,711,972
（52.0％）

676,802
（4.0％）
16,743,762
3,044,822
1,760,736
4,805,558

11,938,204
区　　分

期首歳計現金残高
経常的収支額
公共資産整備収支額
投資・財務的収支額
経費負担割合変更に伴う差額

期末歳計現金残高
一年間の純資産の増減

普通会計
412,970
2,678,541
△490,050
△2,292,353

0
309,108
△103,862

連結会計
2,834,452
2,754,484
△427,508
△2,156,251
△33,728
2,971,449
136,997

（単位：千円）

（単位：千円）

この財務書類で何がわかるのか
作成した財務書類の分析により、さまざまな角度から市の財務状況を見ることができます。ここでは、総務省で

示した分析指標の一部を掲載しています。

①過去および現世代負担比率
（純資産÷公共資産×100）
②将来世代負担比率
（地方債残高÷公共資産×100）
整備した公共資産に対し、①過去および現世代がすでに負
担した割合と②将来世代が負担する割合を表します。

※詳細は、市ホームページをご覧ください。なお、ホームページをご覧になれない方は、印刷したものを用意して
ありますのでお問い合わせください。●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62－3118）

【財務書類作成の基準】

財務書類4表は、総務省で示した「新地方公会計制度実務研究会報告書」に基づき次のような基準で作成しました。
●作成モデル：総務省方式改訂モデル（資産を段階的に時価評価するモデル）
●基礎数値：昭和44年度以降の旧秋山村、旧上野原町および上野原市を合算した地方財政状況調査（決算統計）、歳入歳出決算書等
●資産の計上方法：土地は取得時の価格で計上し、それ以外の資産は、取得時の建設費を基準に、総務省で示した耐用年数に基づいて算
出された減価償却費を控除しています。

（ ）内は構成比率です。また、端数は、四捨五入しているた
め、合計と一致しない場合があります。

社会資本形成の世代間負担比率（普通会計）

●行政コスト計算書にある純経常行政コストを一般財源や補助
金などでまかなった結果、純資産が1億1,823万8千円減となり
ました（普通会計）。

●この一年間では、基金への積立て3億339万円などにより、歳
計現金が1億386万2千円減となりました。（普通会計）。

●経常行政コスト【a】97億468万1千円に対し、経常収益【b】
が2億7,995万1千円ありましたので、1年間の行政活動にかかっ
た純経常行政コストは94億2,473万円（普通会計）となりました。

※減価償却費ってなに？
例えば、耐用年数10年の車を100万円で購入した場合、この車

の価値は1年ごとに10万円（100万円÷10年）ずつ減少します。
この価値の減少をその年の費用として計上したものが減価償

却費です（現金の支出はありません）。

85.8％
（平均値50％～90％）→

29.5％
（平均値15％～40％）→
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4月6日（水） ■秋山地区

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時15分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時35分～ 9時45分
午前 9時50分～10時00分
午前10時05分～10時25分
午前10時30分～10時45分
午前10時50分～11時05分
午前11時10分～11時20分
午前11時25分～11時40分
午後 1時00分～ 1時15分
午後 1時20分～ 1時25分
午後 1時30分～ 1時45分
午後 1時50分～ 2時05分
午後 2時10分～ 2時25分
午後 2時30分～ 2時45分
午後 2時50分～ 3時10分
午後 3時20分～ 3時30分
午後 3時40分～ 3時50分
午後 4時00分～ 4時10分

会　　場（敬称略）

無生野停留所
浜沢停留所
原停留所
尾崎停留所
寺下停留所
板崎停留所
アズマ商事下
大地停留所
秋山中央給油所横
市役所秋山支所
秋山中学校西側
神野停留所
小和田停留所
古福志停留所
大黒屋東
三好屋商店横
安寺沢　佐藤昭治宅前
一古沢停留所
金山　有賀信祐宅前

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時20分
午前 9時25分～ 9時45分
午前 9時50分～10時10分
午前10時20分～10時50分
午前11時00分～11時20分
午前11時30分～11時50分
午後 1時10分～ 1時15分
午後 1時30分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時15分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 2時50分～ 2時55分
午後 3時00分～ 3時05分
午後 3時20分～ 3時30分

4月7日（木） ■上野原・大目地区

会　　場（敬称略）

牛倉神社（新一）
牛倉神社（新二）
牛倉神社（新三）
渡辺パチンコ店前
原自治会館前
市役所（東側）
日向　中村主税宅前
市役所大目出張所前
大目分団第5部消防庫前
日留野　米山正利宅前
大田バス停前
大沢　上條恭一宅前
犬目消防庫前

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

を
お
忘
れ
な
く

狂
犬
病
の
予
防
注
射

平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
育
し
て
い

る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
集
合
注
射
は
年
1
回
の
た
め
、

集
合
注
射
期
間
以
後
90
日
に
な
る
犬
、
お
産

そ
の
他
の
事
情
で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
犬
は
、
随
時
、
動
物
病
院
で
直
接
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年
6
月
30
日

ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
犬
の
飼
い
主
は
法
律
に
基
づ
き
、
登
録
と

注
射
を
受
け
た
犬
に
、
鑑
札
と
注
射
済
票

を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

集
合
注
射
時
の
注
意
事
項

・
予
防
注
射
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
食

欲
の
な
い
犬
」「
妊
娠
末
期
の
犬
」「
病
気

中
の
犬
」
の
場
合
は
、
集
合
注
射
時
に
担

当
獣
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
犬
を
つ
な
ぎ
、
注

射
の
際
、
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら
れ
る

方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
は
が
き
に
よ
る
通
知
が
届
い
て
い
る
方

は
、
当
日
受
付
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。集

合
注
射
料
金

注
射
料
金
は
3
4
0
0
円
で
す
。
釣
銭
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
で
犬

の
登
録
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
注

射
料
金
に
登
録
料
3
0
0
0
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
（
次
頁
参
照
）。

※
動
物
病
院
で
の
注
射
料
金
は
集
合
注
射
料

金
と
異
な
り
ま
す
。

《
参
考
》

・
犬
の
鑑
札
再
交
付
手
数
料

1
6
0
0
円

・
注
射
済
票
再
交
付
手
数
料

3
4
0
円

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
4
）
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4月13日（水） ■棡原・西原地区

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時50分～10時00分
午前10時10分～10時20分
午前10時40分～10時50分
午前11時00分～11時10分
午前11時20分～11時30分
午前11時40分～11時50分
午後 1時00分～ 1時10分
午後 1時20分～ 1時30分
午後 1時40分～ 1時50分
午後 2時00分～ 2時10分
午後 2時20分～ 2時30分
午後 2時50分～ 3時00分
午後 3時10分～ 3時20分

会　　場（敬称略）

旧尾続分校前
用竹　石井和夫宅前
初戸　長田助成宅前
腰掛集会所前
飯尾区民会館前
原地区集会所前
市役所西原出張所駐車場
田和　橋本土建前
旧六藤分校前
藤尾　蔵春院前
日寄橋横
消防署棡原出張所前
大垣外　網野治行宅前
旧日原バス停前
旧棡原支所入口

受 付 時 間

午前 9時10分～ 9時20分
午前 9時40分～ 9時50分
午前10時00分～10時10分
午前10時30分～10時40分
午前11時00分～11時10分
午前11時20分～11時30分
午後 1時20分～ 1時40分
午後 1時50分～ 2時00分
午後 2時10分～ 2時20分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 3時00分～ 4時00分

4月12日（火） ■大鶴・上野原・巌地区

4月8日（金） ■棡原・上野原・甲東地区

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時40分～ 9時50分
午前10時00分～10時10分
午前10時20分～10時30分
午前10時40分～10時50分
午前11時10分～11時40分
午後 1時10分～ 1時20分
午後 1時40分～ 1時50分
午後 2時10分～ 2時20分
午後 2時30分～ 2時40分
午後 2時50分～ 3時00分
午後 3時10分～ 3時15分
午後 3時30分～ 3時35分
午後 3時50分～ 4時00分

4月14日（木） ■島田・巌地区

受 付 時 間

午前 9時00分～ 9時10分
午前 9時20分～ 9時30分
午前 9時40分～10時00分
午前10時10分～10時15分
午前10時25分～10時40分
午前10時50分～11時00分
午前11時10分～11時20分
午前11時30分～11時40分
午後 1時10分～ 1時25分
午後 1時40分～ 1時45分
午後 1時55分～ 2時05分
午後 2時20分～ 2時30分
午後 2時40分～ 3時00分
午後 3時15分～ 4時00分

会　　場（敬称略）

椿集会所前
小伏　白鳥太一宅前
黒田　廳田正博宅前
井戸　石井敏正宅前
先祖・丸畑集会所前
奈須部公民館前
諏訪神社
野田尻　落合昭宅前
矢坪橋横
棚頭　中村一匡宅前
市役所甲東出張所前
東区消防庫前
瀬渕　市川好子宅前
和見消防庫前
芦垣　守屋利行宅前

会　　場（敬称略）

鶴川　志村雅士宅前
大倉　山王神社前
大曽根消防庫向かい側
大椚集会所
日野　市川正末宅前
上野山　志村喜好宅前
新井　江戸銀前駐車場
山風呂　長田一雄宅入口
八米公民館前
新田倉　梶原工務店前
コモアしおつ石の公園

会　　場（敬称略）

田野入　大房商店横
鶴島　神明社前
鶴島　河内春雄宅前
駒門　薬師堂前
新田水防会館前
上新田消防庫前
松留つどいの家前
八ツ沢老人センター前
ＪＡクレイン巌支店前
杖突　水越埃宅前
久保　小俣清一郎宅前
川合会館前
ＪＲ四方津駅前
コモアしおつ風の公園

■ 集 合 注 射 料 金 等
◎
狂
犬
病
と
は

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
犬
、

猫
お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
を
含
む
野
生
動
物

（
哺
乳
類
）に
咬
ま
れ
る
等
に
よ
り
、
感

染
し
ま
す
。

発
症
す
る
と
ほ
ぼ
100
％
死
亡
し
ま
す

が
、
狂
犬
病
の
犬
に
咬
ま
れ
た
後
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
発
病
を
予
防
で
き

ま
す（
感
染
予
防
可
能
）。

注 射 料

注 射 済 票

合 計

新規登録をする方
は新規登録料

550円

2,850円

3,400円

3,000円

※動物病院での注射料金は上記と異な
ります。

狂犬病予防注射
を忘れずに！！



は
、
引
き
続
き
選
挙
権
を
有
し

ま
す
。

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

◎
上
野
原
期
日
前
投
票
所

期
間
　
4
月
2
日（
土
）〜
9
日

（
土
）

場
所
　
市
役
所
1
階
展
示
室
3

◎
秋
山
期
日
前
投
票
所

期
間
　
4
月
4
日（
月
）〜
9
日

（
土
）

場
所
　
秋
山
支
所
2
階
応
接
室

※
時
間
は
、
い
ず
れ
の
投
票
所
も

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時

ま
で
で
す
。

※
不
在
者
投
票
は
、
上
野
原
期
日

前
投
票
所
と
同
期
間
お
よ
び
場

所
で
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
市
選
挙

管
理
委
員
会（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

広報うえのはら　No.74  8

13

お
礼
の
お
手
紙

3
月
4
日
、
特
発
性
拡
張
型
心

筋
症
に
よ
り
心
臓
移
植
を
行
っ
た

大
月
市
在
住
の
網
野
妙
子
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
れ
、
上
野
原
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
心
臓

移
植
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
手
術
成
功
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
際
、
お
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
網
野
妙
子
さ
ん
の
手
紙
》

春
暖
の
候
、
み
な
み
な
さ
ま
に

は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
心
臓
移
植
に
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
か
ら
9
年
前
の
冬
、
体
調
不

良
が
続
き
、
訳
も

分
か
ら
ず
苦
し
ん

で
い
ま
し
た
。
病

名
は
、「
特
発
性
拡

張
型
心
筋
症
」
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
難
病
は
、
心

臓
移
植
し
な
け
れ
ば
延
命
で
き
な

い
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
悩
み
苦

し
ん
だ
結
果
「
生
き
た
い
、
子
ど

も
の
た
め
に
も
普
通
の
生
活
が
し

た
い
」
と
強
く
思
い
移
植
専
門
医

に
命
を
預
け
、
渡
航
移
植
に
望
み

を
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
中
略
）

2
0
0
5
年
11
月
多
く
の
人
に

見
送
ら
れ
ア
メ
リ
カ
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
シ
テ
ィ
ー
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

2
人
の
子
ど
も
と
離
れ
る
の
が
辛

か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
翌
年
4
月
に
良
き
ド
ナ
ー
と

巡
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

手
術
後
胸
に
手
を
当
て
て
ド
ナ

ー
の
方
に
「
こ
れ
か
ら
仲
良
く
や

っ
て
い
こ
う
ね
。
い
つ
ま
で
も
よ

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

4
月
25
日（
月
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

4
月
10
日（
日
）

午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

投
票
日

ろ
し
く
ね
。」
と
話
し
か
け
ま
し

た
。そ

し
て
、
渡
米
11
か
月
後
の
10

月
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
で
は
み
な
さ

ん
に
優
し
く
し
て
い
た
だ
き
、
困

る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。私

の
病
気
は
こ
こ
で
終
わ
っ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら

第
二
の
人
生
と
と
も
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
拒
絶
反
応
、
感
染
症
、

こ
れ
に
と
も
な
う
病
気
な
ど
に
注

意
し
な
が
ら
、
尊
い
命
を
く
だ
さ

っ
た
ド
ナ
ー
と
ド
ナ
ー
の
ご
両
親

に
感
謝
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
4
月
26
日
で
、
移
植
後
5

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の

み
な
さ
ん
の
お
陰
と
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
書
中
を
持
ち
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

2
0
1
1
・
3

網
野
妙
子

4
月
29
日
に
任
期
満
了
に
な
る

山
梨
県
議
会
議
員
の
一
般
選
挙

が
、
4
月
10
日（
日
）に
行
わ
れ
ま

す
。
選
挙
区
は
、「
上
野
原
市
・

北
都
留
郡
選
挙
区
」と
な
り
、
選

挙
す
べ
き
議
員
の
数
は
1
名
で

す
。

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
資
格

①
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

（
平
成
3
年
4
月
11
日
以
前
生

ま
れ
の
人
）

②
引
き
続
き
3
か
月
以
上
、
上
野

原
市
の
区
域
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
。（
平
成
22
年
12
月

31
日
以
前
に
上
野
原
市
に
転
入

の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
上
野

原
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
）

※
山
梨
県
内
の
市
町
村
に
お
い
て

1
回
以
内
で
住
所
を
移
し
た
人

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
1
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

東大非常勤医師

後藤

桜井

※5

※6

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

須田
※4大野（時間制限）

石井

豊永

※7

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　4月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

東大非常勤医師

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）

※2

高橋

平良（予約）

高橋

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が前田医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳神経外科医が交替で診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※6 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※7 秋山診療所の金曜日は、第2・4週のみ前田医師の診療となります。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は3月22日現在の予定です。）
※秋山診療所の金曜日は、当面の間、第1・3・5週は休診となります。

イクメンパパ
「イクメン」という言葉は、もう定着したでしょうか。
育児休業法が改正され、「パパ・ママ育休プラス」制度
など男性も育児休業がとりやすくなったといわれます。
しかし、男性が育児休業を取っている方は少ないのが現
状です。約3割の男性が育児休業を取りたいと考えてい
ますが、実際の取得率は1.72％にとどまっています。東
京都が2005年に従業員30人以上の事業所の従業員に実施
した「男女雇用平等参画状況調査」では、男性が育休を
取得しにくい理由として、「休業中の業務に支障があり、
他の従業員の負担が増える」（58.1％）、「過去に休業した
人が少ない、いない」（56.8％）などがあげられています。
これ以外にも、夫の収入が家計を支えている家庭が大半
で、雇用保険から支給される育児休業給付金は、賃金の
50％しか保障されない、さらにボーナスが対象にならな
いため、男性が育休に踏み出せないと指摘する人もいま

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.56

す。また、分割して週2日だけ育休をとるというような
制度改正も必要だと思われます。分割取得が可能であれ
ば、残された職場の負担や育休中の代替要員の確保の問
題も解決します。
意識の啓発だけでなく、育休をとりやすい環境を整え

ることが求められています。
厚生労働省は、「育てる男が、家族を変える。社会が

動く。」とイクメンプロジェクトを始めています。イク
メンとは、子育てを楽しみ自分自身も成長する男性のこ
とです。イクメンがもっと多くなれば、妻である女性の
生き方が、子どもたちの可能性が、家族のあり方が大き
く変わっていくはずです。そして社会全体がもっと豊か
に成長していくはずです。
市男女共同参画推進委員会では、昨年、男性の食事づ

くりを訴えた寸劇「半人前」に引き続き、子ども向けの
寸劇「イクメン・パパ」を6月の発表に向けて準備して
います。次の世代に社会を引き継いでいくことは、大人
の責任ですから、男性・女性にかかわらず、もっと子育
てにかかわっていくことが必要ではないでしょうか。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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資
源
ご
み（
紙
類
）の
分
別
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
紙
類
を
段
ボ
ー
ル
・

新
聞
紙
・
雑
誌（
そ
の
他
の
物
）・

紙
パ
ッ
ク
の
4
品
目
に
分
別
し
、

品
目
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い

ま
す
。

資
源
ご
み
の
引
取
業
者
か
ら
、

「
新
聞
紙
の
中
に
雑
誌
や
書
籍
な

ど
が
多
く
混
入
さ
れ
て
い
た
」、

「
生
ご
み
が
入
っ
て
い
た
」
と
い

っ
た
指
摘
が
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
手
選
別
に
よ
る
中
間
処
理
経

費
の
増
加
や
引
き
取
り
拒
否
に
つ

な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

資
源
ご
み（
紙
類
）を
出
す
際
に
は
、

品
目
ご
と
の
分
別
を
徹
底
す
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
資
源
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
点

①
地
区
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
資
源

ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、
雨
天
の
場
合
は
濡

れ
な
い
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。

②
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ

ピ
ー
用
紙
等
は
、
別
々
に
束
ね

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
油
紙
・
カ
ー
ボ
ン
紙
・
窓
付
き

封
筒
・
感
熱
紙
・
フ
ィ
ル
ム
等

は
、
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

④
絶
対
に
異
物（
燃
え
る
ご
み
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）を
混
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
事
業
系
・
請
負
業
務
の
ご
み
に

つ
い
て

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
会

社
・
商
店
・
工
場
等
の
ご
み
は
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み

に
順
ず
る
紙
く
ず
等
）と
産
業
廃

棄
物
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

『
事
業
所
自
ら
の
責
務
に
よ
り
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
』
と
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
収
集
の

対
象
外
で
す
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
場
合
は
有
料

で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
10
㎏
あ
た
り
60
円

・
粗
大
ご
み
は
10
㎏
あ
た
り
360
円

ま
た
、
住
居
の
水
周
り
等
の
改

修
や
植
木
の
せ
ん
定
な
ど
の
請
負

業
務
も
、
事
業
活
動
に
相
当
し
ま

す
の
で
有
料
処
分
と
な
り
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物（
汚
泥
・
廃
油
・

が
れ
き
類
・
建
築
廃
材
等
）は

持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
各
種
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

市
で
は
、
ご
み
処
理
に
対
す
る

啓
蒙
と
減
量
化
お
よ
び
資
源
化
を

目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
交
付
要
件
や
申
請
書
類
に
つ

い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
生
ご
み
処
理
容
器

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

次
の
額
を
上
限

に
、
設
置
費（
消
費
税
額
を
除

く
）の
2
分
の
1
の
額
を
交
付

し
ま
す
。

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
　
5
千
円

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
　
2
万
円

《
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
費
補
助
金
》

●
補
助
金
額

2
万
円
を
上
限

に
、
設
置
費（
消
費
税
額
を
除

く
）の
2
分
の
1
の
額
を
交
付

し
ま
す
。

《
集
団
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
》

●
補
助
金
額

・
紙
類

1
㎏
あ
た
り
3
円

・
ビ
ー
ル
ビ
ン

1
本
あ
た
り
3

円
・
雑
ビ
ン（
一
升
瓶
等
）

1
㎏
あ

た
り
5
円

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

1
㎏
あ
た
り

50
円

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

所得段階 基 準

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
料

の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
法

の
規
定
に
よ
り
3
年
に
一
度
見
直

さ
れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
保
険

料
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
納
付
方
法

・
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
納
付
）

・
普
通
徴
収（
金
融
機
関
窓
口
等

で
納
付
書
で
納
付
）

※
普
通
徴
収
の
方
は
7
月
、
特
別

徴
収
の
方
は
8
月
に
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）、
長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
│

4
1
3
3
）

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町
村民税非課税の方

・世帯全員が市町村民税非課税の方で、前
年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の方

・世帯全員が市町村民税非課税の方で、第
2段階に該当しない方

・世帯の誰かに市町村民税が課税されてい
るが、本人は市町村民税非課税の方
第4段階該当者で、（本人の公的年金等収
入金額＋合計所得金額）≦80万円/年の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円未満の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が200万円から300万円未満の方

・本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額が300万円以上の方

22,900円

22,900円

34,500円

43,700円

45,900円

57,400円

68,900円

80,400円

保険料

■平成23年度　介護保険料段階別保険料一覧（年額）



4月13日
（水）
4月13日
（水）

午前
午後
午前
午後

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

2 歳 児

健 診

幼 児

歯 科 検 診

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★乳幼児健診（4/1～5/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 4月25日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住で就学前のお子さんと保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
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 44  
問い合わせ 
 
 

 

 
保健担当 
電話 62-4134 

 

  

 

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

該当児

平成22年5月16日～6月30日生
平成21年9月1日～9月30日生
平成19年11月16日～12月31日生
平成21年1月1日～2月15日生
平成21年2月16日～3月31日生
平成21年9月1日～11月15日生
平成20年1月1日～3月25日生

実施日

4月 6日（水）
4月19日（火）
4月26日（火）

★予防接種の接種費用
市医師会のご理解とご協力により、市が実施する

予防接種については、4月1日接種分より従来どおり
原則窓口無料化となりました。
市民のみなさんには、ご不便をおかけしましたこ

とに対し深くお詫び申し上げます。

★予防接種の償還払いの手続きについて
『新型インフルエンザ』『子宮頸がん予防ワクチ

ン』および『定期予防接種』を市内の開業医で接
種した場合は、接種にかかった費用を一担医療機
関の窓口で支払った後、保健センター等で申請す
ることにより、接種費用の一部または全額を指定
された口座に振り込みます。
3月31日までに上記予防接種を接種された方は、

4月8日（金）までに償還払いの手続きをお願いし
ます。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸がん検診
※医師の判断で子宮頸体部がん検診を実施した場
合の自己負担金は2,200円となります。

◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院・
稚枝子おおつきクリニック

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★集団検診のお知らせ
平成23年度の集団検診が、5月から始まります。
検診内容、申込み等の詳細は今月号の広報に折

り込まれている「平成23年度保健事業のご案内」
をご覧いただき、忘れずにお申し込みください。

★訂正とお詫び
1月31日付けで市から12歳相当および15歳相当の

女子に通知した「子宮頸がん予防ワクチン接種費
用助成について」の通知内、「助成対象期間」に誤
りがありました。正しくは次のとおりとなります
のでご確認をお願いします。
（正）
助成対象期間：平成23年4月1日～平成24年3月31日
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・
大
目
地
区

水
野
忠
義

・
甲
東
地
区

志
村
義
夫

・
巌
地
区

木
村
信
男
、
小
林
輝

男
、
土
屋
勝
躬

・
大
鶴
地
区

市
川
正
末

・
島
田
地
区

小
鷹
正
利

・
上
野
原
地
区

野
路
正
文
、
原

島
清
志
、
塚
本
浩
、
富
田
裕
久
、

鷹
取
偉
一

・
棡
原
地
区

長
田
章

・
西
原
地
区

奈
良
長
光

・
秋
山
地
区

関
戸
正
文
、
小
笠

原
嘉
秀

●
申
込
期
限

5
月
13
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局

奈
良
寿
弘（
自
宅
・
夜
間
の
み

蕁
63
―

0
6
5
5
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発

生
に
と
も
な
う
計
画
停
電
に
よ

り
文
化
ホ
ー
ル
が
使
用
で
き
な

い
状
況
が
続
く
場
合
は
、
開
催

を
見
合
わ
せ
ま
す
。

●
日
時

4
月
6
日（
水
）、13
日

（
水
）、20
日（
水
）、27
日（
水
）、
5

月
6
日（
金
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
の

発
令
地
域
が
変
わ
り
ま
す

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等

の
市
内
発
令
地
域
は
、4
月
1
日

か
ら
西
原
地
域
お
よ
び
秋
山
地

域
を
含
む
市
内
全
域
に
変
わ
り

ま
す
。

発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
屋

外
で
の
活
動
を
控
え
室
内
に
入

る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
第
17
回

ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
26
日（
木
）

●
場
所

レ
イ
ク
相
模
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
費

3
5
0
0
円

●
プ
レ
イ
代

キ
ャ
デ
ィ
付
1
万

3
5
0
0
円
（
そ
れ
ぞ
れ
食

事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
・
消
費

税
込
み
）、
そ
の
他
自
己
負
担

●
定
員

160
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
方

●
申
込
方
法

参
加
申
込
書（
一

人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
、

各
地
区
役
員
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
地
区
役
員
宅

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
地
区
役
員（
敬
称
略
）

さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
お

知
ら
せ

市
で
は
、「
特
定
不
妊
治
療
」

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

●
対
象
者

特
定
不
妊
治
療
を
受

け
る
前
か
ら
夫
婦
の
ど
ち
ら
か

が
市
内
に
住
所
を
有
し
、
山
梨

県
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

受
け
た
者

※
こ
の
他
に
も
、
所
得
な
ど
の
詳

細
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

●
助
成
額

特
定
不
妊
治
療
に
要

し
た
費
用
か
ら
県
助
成
額
を
差

し
引
い
た
額
で
、
10
万
円
を
限

度
に
助
成
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.uenoha

ra.yam
anashi.jp

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

専
門
交
通
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
専
門
交
通
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

1
人

●
応
募
資
格

市
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
取
得
者

●
職
務
内
容

交
通
安
全
に
関
す

る
事
務
、
交
差
点
等
で
の
街
頭

指
導
、
教
育
広
報
活
動
、
駅
駐

輪
場
の
管
理
な
ど

●
委
嘱
期
間

平
成
23
年
5
月
1

日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日

●
勤
務
日
時

原
則
週
5
日
、
1

日
5
時
間

●
報
酬

月
額
10
万
円
（
期
末
手

当
有
り
）

●
応
募
期
限

4
月
20
日（
水
）

●
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
応
募

期
限
ま
で
に
生
活
環
境
課
に
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

▲子育てプレイルームの様子
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学
生
納
付
特
例
申
請
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
に

は
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
対
象
者

本
人
の
前
年
所
得
が
1
1
8
万

円
以
下
で
、
対
象
と
な
る
学
校

に
在
籍
し
て
い
る
こ
と

■
平
成
22
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
方

平
成
22
年
度
に
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
提
出
し
、
2
月
中
旬

ま
で
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、
平

成
23
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
に
は
、
4
月
初
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
は
が
き
形
式
）が
送
付
さ
れ
ま

す
。
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成
22
年
度
分
の
申
請
期
限

平
成
22
年
度
分
の
学
生
納
付
特

例
の
申
請
は
、
4
月
末
ま
で
で

す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方

は
、
急
い
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
分
の
受
け
付
け

平
成
23
年
度
分
の
申
請
は
、
4

月
か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
中
に
20
歳
に
な
る

学
生

平
成
23
年
度
中
に
20
歳
に
な
る

学
生
で
学
生
納
付
特
例
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
誕
生
月（
1
日

生
ま
れ
の
方
は
前
月
）に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
学
生
証
・
年
金
手
帳
お

よ
び
、
前
年
度
に
所
得
が
あ
る

場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
の
写
し

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

「
2
0
1
2
や
ま
な
し
学
生

就
職
面
接
会
」
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
で
は
、
平
成
24
年
3
月

新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者
等
の
県

内
就
職
と
、
県
内
企
業
の
人
材
確

保
を
支
援
す
る
た
め
「
2
0
1
2

や
ま
な
し
学
生
就
職
面
接
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

4
月
26
日（
火
）午
後
1

時
〜
4
時

※
受
付
は
正
午
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

（
甲
府
市
丸
の
内
1
―

1
―

17
）

●
内
容

企
業
と
の
個
別
面
接
や

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

●
対
象

県
内
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
平
成
24
年
3
月
新
規
大
学

等
卒
業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
者
、

山
梨
県
内
を
就
業
地
と
す
る
開

催
日
時
点
に
お
い
て
有
効
な
求

人
票
を
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
、人
材
紹
介
バ
ン
ク
や
ま

な
し
に
提
出
し
て
い
る
企
業

●
参
加
方
法

求
職
者
の
方
は
、

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

企
業
の
方
は
、
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
費
用

無
料

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
政
雇

用
課
地
域
雇
用
担
当
（
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
5
6
2
）

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

《
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
》

市
で
は
、
平
成
23
年
度
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

●
縦
覧
期
間

4
月
1
日（
金
）〜

5
月
31
日（
火
）、
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
日
祝

日
除
く
）

●
場
所

税
務
課
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
方

納
税
者
、
納

税
者
の
同
意
ま
た
は
委
任
を
受

け
た
方
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
と
の
同
居
の
親
族
の
方
に
限

り
ま
す
。

※
縦
覧
の
際
は
運
転
免
許
証
等
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

老
人
慰
安
芸
能
大
会
を

開
催
し
ま
す

上
野
原
市
文
化
協
会
芸
能
部
で

は
、
第
33
回
老
人
慰
安
芸
能
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

に
、
芸
能
部
員
の
芸
を
通
じ
て
一

日
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、

今
年
度
も
計
画
し
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

5
月
1
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時
ご
ろ
ま
で

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

日
本
舞
踊
な
ど

※
お
年
寄
り
に
は
、
お
弁
当
を
配

布
（
160
名
分
）
し
ま
す
。

●
後
援

上
野
原
市
、
上
野
原
市

教
育
委
員
会
、
上
野
原
市
社
会

福
祉
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ

芸
能
部
事
務
局

河
内
春
子
（
蕁
63
―

0
6
9
5
）
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東
海
地
震
に
関
連
す
る

情
報
が
変
わ
り
ま
し
た

気
象
庁
で
は
、
平
成
21
年
8
月

11
日
の
駿
河
湾
の
地
震
の
際
、

「
東
海
地
震
観
測
情
報
」
を
発
表

し
ま
し
た
が
、「
情
報
名
称
か
ら
、

東
海
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
情

報
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
、
こ
の
情

報
に
対
す
る
理
解
度
や
分
か
り
や

す
さ
に
つ
い
て
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
気
象
庁
で
は
「
東
海

地
震
に
関
連
す
る
情
報
の
理
解
促

進
の
た
め
の
検
討
会
」
の
提
言
を

受
け
、
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情

報
の
改
善
を
行
い
、
平
成
23
年
3

月
24
日
か
ら
次
の
実
施
項
目
に
つ

い
て
改
善
し
運
用
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

《
主
な
実
施
項
目
》

・
「
東
海
地
震
観
測
情
報
」
を

「
東
海
地
震
に
関
連
す
る
調
査

情
報
」
に
変
更

・
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
導
入
　
情
報
文

中
に
文
字
と
し
て
「
カ
ラ
ー
レ

ベ
ル
　
赤
」、「
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル

黄
」、「
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
　
青
」

と
記
載
し
て
発
表

・
毎
月
の
判
定
会
で
評
価
し
た
調

査
結
果
を「
東
海
地
震
に
関
連
す

る
調
査
情
報（
定
例
）」で
発
表

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.se
isvo

l.k
ish

o
u
.g
o
.jp
/e
q
/to
k
a
i/h
e
llo
j

m
a
_in
d
e
x
.h
tm
l

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
気
象

台
防
災
業
務
課
（
蕁
0
5
5
―

2
2
2
―

9
1
0
1
）

ダ
ム
流
芥
チ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
ま
す

相
模
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
毎
年

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
ダ
ム

か
ら
引
揚
げ
た
流
木
や
落
ち
葉
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
を
2
種

類
作
製
し
て
、
今
年
も
無
料
で
配

布
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
粗
い
チ
ッ
プ
》

庭
や
遊
歩
道
に
敷
い
て
、
雑
草

の
発
生
や
ぬ
か
る
み
防
止
、
自

然
な
雰
囲
気
の
演
出
、
歩
く
と

き
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

《
細
か
い
チ
ッ
プ
》

堆
肥
を
つ
く
る
た
め
の
材
料
と

し
て
、
園
芸
や
家
庭
菜
園
な
ど

で
利
用
で
き
ま
す
。

●
配
布
期
間

4
月
18
日（
月
）

〜
22
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後

4
時

●
配
布
場
所

相
模
ダ
ム
流
芥
置

場
●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
│

6
8
4
│

3
5
2
1
）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

公
開
講
座
で
は
、
専
門
分
野
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
先
生
方
が
講

義
を
行
い
ま
す
。

お
好
き
な
回
を
ど
な
た
で
も
無

料
で
受
講
で
き
ま
す
の
で
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。な

お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
4
月
18
日（
月
）「
子
ど
も
の
立

場
に
立
つ
保
育
」（
高
尾
保
育

園
保
育
士
　
稲
田
義
明
）

②
4
月
25
日（
月
）「
メ
デ
ィ
ア
機

器
と
幼
児
教
育
」（
川
崎
ふ
た

ば
幼
稚
園
園
長
小
川
哲
也
）

③
5
月
2
日（
月
）「
宮
澤
賢
治
と

岩
手
県
の
昔
話
」（
は
ま
な
す

文
庫
主
宰
　
細
川
律
子
）

《
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
4
月
28
日（
木
）「
動
物
園
の
魅

力
と
目
指
す
も
の
」（
上
野
動

物
園
園
長
　
小
宮
輝
之
）

②
5
月
12
日（
木
）「
発
達
障
害
児

へ
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」

（
社
会
福
祉
法
人
の
ゆ
り
会

臨
床
言
語
士
　
津
田
望
）

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

●
開
催
場
所

帝
京
科
学
大
学
上

野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分
（
土
日
祝
日

除
く
）

※
予
定
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
tu
.a
c
.jp
/

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
4
月
の
申
請
書
提
出
期
限

4
月
11
日（
月
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
消
費
生
活
等
に
係
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
5
月
13
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所
会
議
室
Ｂ
（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容
　

①
消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、

多
重
債
務
な
ど

②
市
民
生
活
関
連
　
土
地
住
宅
相

談
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間
　
4
月
25
日
（
月
）

〜
5
月
11
日
（
水
）
先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
4
）



2
月
27
日
、
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
補
助
競
技

場
で
行
わ
れ
た
第
27
回

ニ
ッ
サ
ン
グ
リ
ー
ン
杯

山
梨
県
少
年
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
で
、
リ
ヴ

ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
が
前
チ

ー
ム
名
の
上
野
原
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
優
勝
し

て
以
来
、
11
年
ぶ
り
2

度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

第27回ニッサングリーン杯山梨県
少年サッカー選手権大会優勝
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山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例

施
行
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
で
は
、
4
月
1
日
か
ら

山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行

し
ま
す
。

《
条
例
の
主
な
内
容
》

・
県
の
基
本
的
施
策
　
暴
力
団
の

排
除
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策

定
し
、
推
進
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
入

札
な
ど
に
暴
力
団
を
参
加
さ
せ

な
い
な
ど
、
県
の
事
務
・
事
業

か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
ま
す
。

・
事
業
者
の
暴
力
団
等
に
対
す
る

利
益
供
与
の
禁
止
　
用
心
棒
代

や
み
か
じ
め
料
、
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
の
見
返
り
と
し
て
利
益
を

渡
す
行
為
、
事
業
利
益
の
一
部

を
無
償
で
提
供
す
る
行
為
な
ど

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

・
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
の
暴
力
団
事
務
所
の
排
除

学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
公
民

館
、
図
書
館
、
博
物
館
、
都
市

公
園
等
の
周
囲
2
0
0
ｍ
の
区

域
内
に
お
い
て
、
新
た
に
暴
力

団
事
務
所
を
設
け
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
、
違
反
者
に
は
罰
則
が

科
さ
れ
ま
す
。

・
不
動
産
取
引
や
建
設
工
事
か
ら

の
暴
力
団
排
除
　
暴
力
団
事
務

所
で
使
わ
れ
る
こ
と
を
承
知

で
、
不
動
産
を
譲
渡
し
た
り
、

建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
す
る

こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

《
義
務
違
反
者
に
対
す
る
措
置
》

義
務
違
反
者
に
は
、
調
査
、
勧

告
を
し
、
従
わ
な
い
場
合
は
事
業

者
名
や
違
反
者
の
事
実
等
を
公
表

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本

部
組
織
犯
罪
対
策
課
（
蕁
0
5

5
―

2
3
5
―

2
1
2
1
）、上
野

原
警
察
署
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

春
山
登
山
は
安
全
に

春
山
は
、「
ふ
も
と
は
春
で
も
山

は
冬
」と
い
う
の
が
現
実
の
姿
で

す
。
昨
年
の
春
山
シ
ー
ズ
ン
中

（
4
月
〜
6
月
）に
、
県
内
で
は
、

遭
難
が
18
件
発
生
し
、
亡
く
な
っ

た
方
が
3
人
怪
我
を
負
っ
た
方
が

13
人
、
無
事
救
助
さ
れ
た
方
が
2

人
で
し
た
。

安
全
で
楽
し
い
山
行
の
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

《
注
意
事
項
》

・
単
独
登
山
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
「
早
立
ち
・
早
着
き
」
を
行
動

原
則
と
し
、
体
調
が
悪
く
な
っ

た
り
、
天
候
が
崩
れ
た
場
合
は

山
小
屋
等
に
避
難
す
る
か
引
き

返
す
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
登
山
計
画
書
の
提
出
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

・
自
己
の
体
力
や
経
験
等
を
過
信

議
長
に
杉
本
公
文
議
員

副
議
長
に
田
中
英
明
議
員2

月
23
日
、
平
成
23
年
上
野

原
市
議
会
第
1
回
臨
時
会
本
会
議

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
杉
本
公
文
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
副
議
長
に
は
議
長

の
指
名
推
薦
に
よ
り
田
中
英
明
議

員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

杉本公文議員田中英明議員

す
る
こ
と
な
く
、
健
康
診
断
の

受
診
や
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
装
備
を
整
え
ベ
ス
ト

な
体
調
で
入
山
し
て
く
だ
さ

い
。

・
登
山
は
「
自
己
責
任
」
と
「
自

力
救
助
」
の
意
識
を
持
ち
、
ル

ー
ル
を
守
っ
た
登
山
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本

部
地
域
課
（
蕁
0
5
5
―

2
3

5
―

2
1
2
1
）
上
野
原
警
察

署
（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

業
務
終
了
時
間
の

変
更
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
職
員
の
勤
務
時
間
を
現
行
の

1
日
8
時
間
か
ら
7
時
間
45
分
に

短
縮
し
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
広
域
連
合

の
業
務
終
了
時
間
が
、
平
成
23
年

4
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
午

後
5
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
総
務
課

（
蕁
0
5
5
―

2
3
6
―

5
6
7

1
）



予防接種の窓口業務等について、昨年2月から医師会との協力関係が滞っていましたが、このほど医師会と市
の会合を開きました。冒頭、市長が、これまで、医師会のみなさんにご迷惑とご心配をおかけしたことに対し
てお詫びをし、今後も医師会と連携を図りながら市民の医療を守るため、医師会のみなさんの協力を必要とし
ているので、ご理解とご協力をいただきたいとの申し出をしました。これを受け、医師会は市の医療行政に従
来どおり協力することで合意しました。その結果、平成23年度から今までどおり、市が実施する予防接種等の
窓口の一時立替払いなどのわずらわしい手続きが不要となります。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

と
も
な
う
義
援
金
募
集

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
甚

大
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
は
、
厳
し
い
環
境

の
な
か
、
避
難
所
な
ど
で
苦
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
震
災
害
に
よ
る
被

災
者
へ
の
義
援
金
を
募
集
し
ま

す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
と
お
し
て
被
災
地
に

届
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県

支
部
で
は
、
口
座
振
込
に
よ
る
義

援
金
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
受
付
場
所
》

・
市
役
所
福
祉
課
、
秋
山
支
所
、

各
出
張
所

《
口
座
振
込
》

●
義
援
金
名
　
「
東
北
関
東
大
震

災
義
援
金
」

●
募
集
期
限
　
9
月
30
日（
金
）

●
振
込
先
　

《
山
梨
中
央
銀
行
下
飯
田
支
店
》

・
口
座
番
号
　
8
0
1
7
9

・
口
座
名
義
　
日
本
赤
十
字
社
山

梨
県
支
部

《
甲
府
信
用
金
庫
本
店
》

・
口
座
番
号

0
4
4
8
5
4
3

・
口
座
名
義
　
日
本
赤
十
字
社
山

梨
県
支
部

※
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）、

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
総

務
課
振
興
担
当（
蕁
0
5
5
│

2

5
1
│

6
7
1
1
）

義
援
金

▲義援金募金箱

母
子
家
庭
等
を
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
や
寡
婦
の
方
を
対

象
に
、
次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
講
座
》

▼
日
程

5
月
14
日（
土
）、
15
日

（
日
）、
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
会
議
室
（
甲
府
市
朝

日
4
│

5
│

21
）

▼
定
員

10
名

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
限

4
月
20
日（
水
）

《
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

（
2
級
課
程
）》

▼
日
程

6
月
〜
10
月
の
原
則
と

し
て
毎
週
土
曜
日

▼
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
15
分
　

▼
場
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
会
議
室
（
甲
府
市
朝

日
4
│

5
│

21
）

▼
内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級

課
程

▼
定
員

20
名

▼
受
講
料

7
0
0
0
円

▼
申
込
期
限

5
月
6
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
、（（
財
）
山
梨
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）（
蕁

0
5
5
―

2
5
2
―

7
0
1
4
）

富
士
北
麓
公
園
春
期

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

財
団
法
人
山
梨
県
体
育
協
会
で

は
、
春
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
開
催
期
間

5
月
〜
7
月

※
教
室
内
容
に
よ
り
開
催
日
時
や

日
数
、
定
員
、
参
加
料
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
教
室
内
容

ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ

ガ
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど

●
場
所

富
士
北
麓
公
園
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
ほ
か

●
対
象
者

18
歳
以
上
の
方

※
高
校
生
は
不
可

●
申
込
期
間
　
3
月
15
日
（
火
）

〜
4
月
30
日
（
土
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

※
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
財
）

山
梨
県
体
育
協
会
富
士
北
麓
公

園
管
理
事
務
所
（
蕁
0
5
5
5

―

24
―

3
6
5
1
）（
富
士
吉
田
市

上
吉
田
立
石
5
0
0
0
）

予防接種の窓口業務等が正常化（市と医師会が合意）



市
で
は
、
子
連
れ
の
お
客
さ
ん

が
、
福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続

き
を
し
て
い
る
間
、
子
ど
も
が
遊

ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
遊
び
場
を
作

り
ま
し
た
。
ま
た
、
授
乳
室
2
か

所
に
お
む
つ
を
交
換
す
る
台
を
設

置
し
ま
し
た
。

市
役
所
内
に
子
供
用
の
遊
び
場
と

お
む
つ
交
換
台
を
設
置
し
ま
し
た

おむつ交換台

絵
画
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

市
で
は
、
松
岡
寿
夫
さ
ん
・
河

内
成
幸
さ
ん
な
ど
か
ら
寄
贈
寄
託

さ
れ
た
絵
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
多
く
の
来
庁
者
が
絵

画
に
触
れ
、
文
化
的
な
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
う
趣
旨

で
寄
贈
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲「単なる右と左」松岡寿夫さん寄贈

降
矢
組
人
さ
ん
や
清
水
愛
子
さ

ん
の
絵
画
も
庁
舎
建
設
時
に
多
数

寄
贈
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

市
役
所
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

展
示
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担

当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

「
威
風（
桂-
Ｖ
）」河
内
成
幸
さ
ん
寄
贈

「
竹
篭
の
百
花
」降
矢
組
人
さ
ん
寄
贈

▲「至福の時」清水愛子さん寄託
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

★楊名時太極拳上野原同好会開設★
四方津公民館教室　会員募集

テレビでもお馴染みのさわやか太極拳
入会金3,000円　月会費2,500円
4／8より　金曜10時半から正午（8月～9月除く）
階位取得奨励　慌てず確りと進みます。
場　所　四方津公民館
連絡先　050-5803-7302 小西／川井
E-mail    taichi@commore.com

《
子
供
用
遊
び
場
の
場
所
》

・
福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー
前

《
お
む
つ
交
換
場
所
》

・
市
庁
舎
棟
1
階
授
乳
室
内

・
ホ
ー
ル
棟
1
階
授
乳
室
内

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

▲遊び場には、人形など
も用意してあります。

▲ ▲

福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の

子
供
用
遊
び
場

▲

▲



甲
東
地
区

久
島
里
早
り

さ（
理
代
）

巌
地
区

水
越
隆
生
り
ゅ
う
せ
い（

智
徳
）、
佐
藤
藍
彩
ら
ん
さ

（
武
志
）

上
野
原
地
区

大
庭
誉
佑
介

よ
う
す
け（

和
広
）、
長
田
昇
龍

し
ょ
う
り
ゅ
う

（
弘
行
）

上
野
原
地
区

坂
本
清
嘉
＝
表
み
づ
き

秋
山
地
区

小
俣
哲
哉
＝
　
岡
彩
音

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で

の
2
か
月
間
、
不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
ア
サ
は
、
そ
の
茎
か
ら
丈
夫
な

繊
維
が
と
れ
る
の
で
、
昔
か
ら

栽
培
・
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
花
や
葉

（
大
麻
）は
幻
覚
な
ど
を
引
き
起

こ
す
成
分
を
含
ん
で
い
て
、
無

許
可
で
の
栽
培
や
所
持
等
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
け
し
の
仲
間（
ケ
シ
属
植
物
）

は
、
色
あ
ざ
や
か
で
美
し
い
大

き
な
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多

く
、
観
賞
用
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
け
し
の
仲

間
は
、
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
い

て
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
不
正
栽
培

や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を

発
見
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
、

保
健
所
ま
た
は
警
察
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

保
健
所
で
は
、
専
門
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

食
欲
が
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、

気
力
が
な
く
な
り
憂
う
つ
な
気
分

が
続
く
な
ど
の
気
分
の
不
調
が
続

い
た
り
、
繰
り
返
し
起
き
た
り
す

る
場
合
に
は
、
こ
こ
ろ
の
病
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
に
か
か
っ
た
方
が
い
い
の

か
迷
わ
れ
た
ら
、
早
め
に
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。
専
任
の
相
談
員
、

保
健
師
等
が
あ
な
た
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

●
電
話
受
付
時
間

平
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
4
時

●
精
神
科
嘱
託
医
相
談
日

毎
月

第
2
・
4
水
曜
日
　
午
後
1
時

〜
4
時
（
要
予
約
）

※
医
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

秋山地区 佐藤 心春
こはる

ちゃん（0歳10か月）
良太さん沙也さんの長女

“佐藤家のアイドル☆元気に育ってね！！”

上野原地区 中川 春奈
はるな

ちゃん（3歳1か月）
中川 心

しん

くん（0歳9か月）
泰司さん初美さんの長女・長男

“にぎやかなわが家。2人元気に育ってね”



●
声
の
広
報
　
市
立
図
書
館
に

は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
広
報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を

録
音
し
た
テ
ー
プ（
声
の
広
報
）

を
置
い
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読

の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
目
地
区

森
屋
文
夫（
孝
夫
）

甲
東
地
区

小
田
や
す
子（
廣
幸
）、
和
智
一
之

（
利
一
）

巌
地
区

天
野
芳
正（
昭
正
）、
桑
原
力
雄

（
博
人
）、
和
智
和
子（
博
）、
長
島
實

（
邦
文
）、
小
俣
嘉
野（
求
）、
長
島

美
和
子（
實
）

島
田
地
区

長
谷
川
清
子（
誠
一
）、大
　
ゆ
き
ゑ

（
大
浜
充
亀
男
）、白
鳥
秀
枝（
光
武
）、

大
神
田
和
男（
公
弘
）

上
野
原
地
区

古
川
　
み
子（

江
）、
横
瀬
　
江

（
祐
一
）、
平
井
敏
文（
和
江
）、
安
藤

孔
●（
孔
雄
）、中
村
登
志
江（
公
夫
）、

倉
田
惠
正（
義
明
）、
佐
々
木
光
子

（
澄
夫
）、加
藤
ウ
メ（
三
雄
）、白
鳥

恒
忠（
岳
彦
）

棡
原
地
区

伊
藤
和
子（
勇
）、
舩
木
義
光（

江
）、

木
下
榮（
延
秋
）

西
原
地
区

岡
部
こ
ま
ゑ（
正
雄
）

秋
山
地
区

井
上
い
さ
子（
文
雄
）、
落
合
英
子

（
秀
光
）
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上
野
原
市
立
図
書
館 
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一

般

書

◇
『
時
こ
そ
今
は
』

太
田
治
子
／
著
　
筑
摩
書
房

五
八
歳
の
明
子
は
ひ
と
り
暮

ら
し
。
ヘ
リ
で
吊
る
さ
れ
た
元

夫
の
姿
を
Ｔ
Ｖ
で
見
て
か
ら
生

活
が
一
変
。
再
会
、
明
か
さ
れ

る
秘
密
、
旅
立
ち
。

◇
『
末
　
裔
』

絲
山
秋
子
／
著
　
講
談
社

妻
を
亡
く
し
、
子
供
た
ち
は

家
を
出
た
。
省
三
は
、
自
ら
の

系
譜
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
。
父

や
伯
父
の
持
っ
て
い
た
教
養
、

亡
き
妻
と
の
日
々
、
全
て
は
豊

か
な
家
族
の
思
い
出
だ
っ

た
・
・
・
。

◇
『
忘
れ
ら
れ
た
花
園
』
上
・
下

ケ
イ
ト
・
モ
ー
ト
ン
／
著
　
青

木
純
子
／
訳
　
東
京
創
元
社

一
九
一
三
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
港
に
た
っ
た
ひ
と
り
取

り
残
さ
れ
て
い
た
少
女
。
名
前

も
わ
か
ら
な
い
少
女
を
あ
る
夫

婦
が
ネ
ル
と
名
付
け
て
育
て
上

げ
た
。
二
十
一
歳
の
誕
生
日
に

事
実
を
告
げ
ら
れ
た
ネ
ル

は
・
・
・
。

◇
『
サ
イ
コ
パ
ス
』

柴
田
哲
孝
／
著
　
徳
間
書
店

新
宿
歌
舞
伎
町
で
白
人
女
性

の
連
続
殺
人
事
件
が
発
生
。
心

の
闇
の
本
質
に
迫
る
サ
イ
コ
ス

リ
ラ
ー
。

◇
『
ば
ん
ば
憑
き
』

宮
部
み
ゆ
き
／
著
　
角
川
書
房

湯
治
旅
の
帰
途
、
雨
で
足
止

め
と
な
っ
た
若
夫
婦
が
老
女
と

の
相
部
屋
を
引
き
受
け
た
。
老

女
が
語
り
だ
す
五
〇
年
前
の
忌

ま
わ
し
い
出
来
事
と
は
。

児

童

書

◆
『
ア
ネ
モ
ネ
探
偵
団
2
』

迷
宮
ホ
テ
ル
へ
よ
う
こ
そ

近
藤
史
恵
／
作
　
メ
デ
ィ
ア
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

◆
『
バ
ロ
ン
い
っ
し
ょ
に

あ
る
こ
う
！
』

大
島
ま
や
／
作
　
狩
野
富
貴

子
／
絵
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◆
『
バ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
』

ア
ウ
ト
ロ
ー
の
掟

Ｓ
Ｆ
サ
イ
ー
ド
／
作
　
金
原
瑞

人
／
訳
　
偕
成
社

◆
『
シ
ッ
プ
船
長
と
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
く
ん
』

か
ど
の
え
い
こ
／
作
　
オ
ー
ム

ラ
ト
モ
コ
／
絵
　
偕
成
社

◆
『
竜
の
座
卓
』

朝
比
奈
蓉
子
／
作
　
金
沢
ま
り

こ
／
絵
　
偕
成
社

絵

本

○
『
は
る
が
き
た
』

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ロ
イ
・
グ

レ
ア
ム
／
絵
　
ジ
ー
ン
・
ジ
オ

ン
／
文
　
主
婦
の
友
社

○
『
お
と
う
さ
ん
お
か
え
り
』

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
サ
ヴ
ェ
ッ

ジ
／
絵
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ

イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
文
　
ブ
ロ

ン
ズ
新
社

○
『
ね
む
く
な
ん
か
な
い
！
』

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ア
レ
ン
／
作

せ
な
あ
い
こ
／
訳
　
評
論
社

○
『
ぐ
り
ぐ
り
く
ん
』

五
味
太
郎
／
作
　
絵
本
館

『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』

日
本
語
字
幕
入

◎
日
時
　
4
月
9
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
50
分

午
後
2
時
〜
3
時
50
分

『
ネ
ズ
ミ
ち
ゃ
ん
と

お
ま
つ
り
の
ふ
う
せ
ん
』
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
16
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
鬼
ば
ば
あ
』

江
国
香
織
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
17
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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@
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o
h
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2月19日、甲東小学校和見分校で、分校お別れ会
が開かれました。和見分校は、開設以来137年の歴
史を刻んだ分校ですが、4月から休校となります。こ
の日は、卒業生や地域のみなさんが集まり、和見分校
の児童5人とともに別れを惜しみました。

最後の卒業証書授与式

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

3月18日、市内10校の小学校で卒業証書授与式が行われました。また、
平成23年3月で閉校となった大目、甲東、四方津、沢松小学校では、最
後の卒業証書授与式となりました。最後の卒業生となる児童たちは、これ
までの学校生活や閉校となる母校を思い、涙を流す姿もありました。
この日、在校生や保護者、地域のみなさんに見送られた卒業生たちは、

4月から郷土の誇りや夢、希望を胸に新しい一歩を踏み出します。
（写真は、第98回上野原市立甲東小学校卒業証書授与式の様子です。）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,677人 （－46）
男 ●13,343人 （－24）
女 ●13,334人 （－22）
世帯●10,018世帯（＋ 2）
平成23年3月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●市立甲東小学校和見分校お別れ会
2月25日、市社会福祉協議会では、秋山温泉「あ

きやまネスパ」で第6回在宅介護者のつどいを行いま
した。このつどいは、在宅で介護をしている方を対象
に、日ごろの介護疲れを癒すなどの目的で行われ、参
加者は、こころ休まる一日を過ごしていました。

●第6回在宅介護者のつどい

3月12日、昭和53年4月の開設から33年間続いた
大鶴幼稚園で閉園記念式典が行われました。
第一部の式典のあと、園児と式典に参加したみなさ

んとで園歌を斉唱し、別れを惜しみながら閉式となり
ました。

●市立大鶴幼稚園閉園記念式典
2月18日、棡原保育所では、たまひよママのお茶

会のみなさんをお客さんに招き、お店屋さんごっこを
行いました。園児とお客さんは、紙などで作った食べ
物やおもちゃなどを手作りしたお金で交換してお店屋
さんごっこを楽しみました。

●棡原保育所でお店屋さんごっこ
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所
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